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要旨：コウヨウザンのさし木は中国では寝伏した台木から採穂している。国内６林分に由来する 21 クローンについ

てこのやり方でさし木を行ったところ，２年生苗木のシュートの直立性においてクローンにより違いが見られた。シ

ュートの直立性はシュートの地面からの立ち上がり角度で評価した。１林分に由来する５クローンではすべてが直立

に近かったのに対し，残りの５林分に由来する16クローンは直立でなかった。シュートの立ち上がり角度と苗高の相

関係数は0.92と高く，立ち上がり角度が苗高に大きく影響していた。このことから寝伏した採穂台木からのさし木に

おいては直立性の高いクローンを用いることが必要であると考えられた。 

キーワード：立ち上がり角度，苗高，採穂台木，2 年生，林分 
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Abstract: In China a scion of Cunninghamia lanceolata is taken from a scion stock laying its shoot on the ground. This method was 

used for 21 clones from 6 Cunninghamia lanceolata stands in Japan. In 2 year old cuttings there was a difference among clones in 

shoot uprightness evaluated as standing angles from the ground. Five clones from same stand were upright, but 16 clones from other 

5 stands were not upright. The correlation coefficient between the average shoot height and the average shoot standing angles was 

high, r=0.92. Therefore the shoot standing angle strongly affected the shoot height. It was concluded that such upright clones were 

necessary as the cutting stocks in this cutting method.                  
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Ⅰ はじめに 

コウヨウザン（Cunninghamia lanceolata）の原産地は中

国，台湾であるが，そのうち中国での造林地は990万 ha

と大面積であり(３)，特に広い造林面積を有する福建省

の苗木生産現場ではさし木が苗木生産の主力で，中国全

土から選抜した600系統の精英樹から優れた２系統を台

木として選定し，６～８ cm の小さな穂をさし付けてい

る事例が報告されている(２)。コウヨウザンのさし木に

関するわが国の研究では，樹冠部から採取したさし穂を

用いた場合に枝性が強く出て直立した苗が２割程度だっ

たが(５)，萌芽をさし穂に用いると枝性がみられないこ

とが報告されている(１,６)。一方、寝伏せした台木から

得た長さ10 cm程度の細いさし穂を用いると芯の立たな

い苗が生じることが報告されており(４)，クローンによ

ってさし木苗の直立性に違いがあるか，すなわち遺伝的

特性であるのか検討する必要がある。我々は国内のコウ
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ヨウザン林分から選抜した多数のクローンで構成した採

穂園を造成している。そこで，中国で実施されている小

さなさし穂を用いたさし木苗の直立性についてクローン

特性を調査した。 

 

Ⅱ 材料と方法 

茨城県日立市十王町に所在する林木育種センター構内

に国内のコウヨウザン林分から表現型で選抜した個体の

さし木クローン苗を 2017 年 12 月に植栽し採穂園を造成

している。2018 年４月に寝伏処理(７)を行い，2018 年６

月 27 日，28 日の両日に，寝伏した台木の根元付近から

発生した萌芽から長さ８ cm 程度のさし穂をクローン当

たり48本採取し，JFA300のコンテナ２個にさし付けた。

供試したクローンは，十分な数量のさし穂が確保出来た

21 クローンで，関東地方から九州地方に点在する６林分

に由来する。林分ごとのクローン数は，A 林分７クロー

ン，B 林分６クローン，C 林分５クローン，D，E，F 林

分からは各１クローンである。培土はコンテナ苗木育苗

培土(株式会社トップ)を用い，さし付けたコンテナはビ

ニールハウスに配置し，自動灌水した。2020 年 12 月３

日に苗高，シュート先端の根元からの水平距離，地際径

を測定し，苗高と水平距離からシュートの立ち上がり角

度を算出し直立性を評価した(図-１)。この角度が 90 度

に近いほど直立していることを示す。 

 

Ⅲ 結果と考察 

 測定した 21 クローン 698 個体のシュートの立ち上が

り角度の頻度分布では大きく 2 つのピークに分かれた

（図-２）。この直立性はクローンによって大きく異なり，

図-３（左）のようにコンテナの中のほとんどすべてのさ

し木苗が直立しているクローンもあれば，図-３(右)のよ

うに直立していないクローンがみられた。クローンごと

の平均立ち上がり角度では，直立に近い５クローンと直

立でない 16 クローンに分かれた（図-４）。直立に近い５

クローンはすべて C 林分のもので、平均立ち上がり角度

が 71～90 度の範囲にあった。一方，C 林分以外の A，B，

D，E，F 林分の各クローンは平均立ち上がり角度が 21～

50 の範囲にあり非直立性だったことからさし木苗とし

て利用が困難と考えられた。クローンごとの平均苗高で

は，C 林分の５クローンがすべて 16 cm 以上と高かった

のに対し，それより低い 11 cm～15 cm は A 林分の５ク

ローン，B 林分および E 林分の１クローン，さらに低い

10 cm 以下は A 林分の２クローン，B 林分の５クローン

および D 林分の１クローンだった（図-５）。平均苗高と

平均立ち上がり角度の相関係数が 0.92 で，苗高に直立性

が大きく影響していた(図-６)。平均地際径では，クロー

ン間に大きな差がみられなかったが苗高が高く直立に近

い C 林分の４クローンに４ mm より太いものが多かっ

た(図-７)。 

 平均立ち上がり角度のクローン間差の有無について全

部のクローンをまとめた分散分析を検討したところ正規

性が否定され、Silverman の検定において多峰性であるこ

とが示された。そこで、図-２の頻度分布にみられる 70

度付近を境とする正規性のある２群に分け、C 林分５ク

ローンを直立群，残りの 16 クローンを非直立群として

分けて分散分析したところ，直立群ではクローン間差が

有意でなく，非直立群ではクローン間差が有意となった

(表-１)。 

 さし木苗の直立性は得苗率に大きく影響する重要な形

質である。今回の試験の結果，寝伏した採穂台木からの

小さな穂を用いたさし木においては，さし木の直立性が

クロ－ン特性であることを見出し，台木に使うクローン

の直立性が重要なことが明らかとなった。今回供試した

中ではC林分の５クローンが台木に適していると考えら

れ，立ち上がり角度についての分散分析においてクロー

ン間差が有意とならなかったことから，これら５クロー

ンの血縁関係についても今後検討する必要がある。 

 大塚(４)は，長さ 10 cm 程度の萌芽枝のさし穂では基

部径が細いので芯の立たない苗木が多くなる場合があり，

穂長 25 cm，基部径が 3.5 mm 以上のより大きな萌芽枝を

さし穂にすると得苗率が向上するとしている。このやり

方は小さなさし穂を用いるやり方に比べ、台木当たりに

得られるさし穂の数が少なくなるが，本試験で直立性が

低かったクローンについて，より大きめの萌芽枝を用い

た場合の直立性改善の可能性について検討する必要があ

る。 
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図-１．直立性の測定形質         図-２．測定した全698個体の立ち上がり角度の頻度分布  

Fig. 1.  Measured characters concerning      Fig.2.  Frequency distribution of the shoot standing angle   

uprightness of the shoot                    among all 698 individuals 

 

 

 
図-３. さし木の状況 

Fig.3.  Appearance of the cuttings  (Left: Upright shoots  Right: Non-upright shoots) 
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 図-４．21クローンの平均立ち上がり角度の頻度分布      図-５．21クローンの平均苗高の頻度分布    

  A ～F は各クローンの林分を示す            A ～F は各クローンの林分を示す 

Fig. 4.  Frequency distribution of the average                 Fig. 5.  Frequency distribution of the average shoot 

      shoot standing angle among 21 clones                        height among 21 clones                

         A – F indicate the stand of each clone.                        A – F indicate the stand of each clone 

 

   
図-６．平均苗高と平均立ち上がり角度の散布図        図-７． 21クローンの平均地際径の頻度分布 

Fig.6. Scatter diagram of the average shoot height                      A ～F は各クローンの林分を示す 

 and the average shoot standing angle                         Fig.7. Frequency distribution of the average  

                                                              diameter at the base among 21 clones 

                                                              A – F indicate the stand of each clone    

 

 


